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北海道部 52 52 48 -4

北東部 132 132 131 -1

関東東部 126 127 121 -6

東新部 136 129 126 -3

あずさ部 184 187 182 -5

湘南・沖縄部 139 141 142 1

富士山部 207 209 204 -5

合計 976 977 954 -23
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前期半年報の集計がまとまりした。
―954名での出発
今年度の前期半年報の集計がまとまりました。東日本区全体では会員数954名（61クラブ）で、昨年度後期（2014年1月1日）に比べて23名のマイナス、昨年度前期（2013年7月1日）に比べて22名のマイナスの厳しいスタートとなりました。
[image: image8.jpg]



しかし、この7月1か月間で13クラブ合わせて19名の新入会者があり、また、9月には東京ベイサイドクラブのチャ―ターも予定されています。今年度の各部長さんからの達成目標を合計した数字は＋80名ですが、決して達成が不可能な目標ではないと信じています。どうぞ各クラブ、各部では会員数を増やすこと、エクステンションを念頭に置いたさまざまなお取り組みをよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　（理事　田中博之）



2014-2015年度第1回東日本区役員会が開催されました。
7月5日（土）、東京四谷の日本YMCA同盟JRM会議室において、第1回東日本区役員会が役員会構成メンバー計26名（内議決権保持者16名中15名）の出席を得て開かれました。

開会に際しては、田中理事から、『「田中理事のもと」ではなく「会員の皆さんのもと」の精神で活動していただきたい。また、「田中丸」ではなく「東日本区丸」であり、乗組員は東日本区役員全員である。全員がそれぞれの持ち場で最善を尽くし、良い航海としたい。』との挨拶がありました。また、今年度、役員に就任された皆さまからも今期の活動に向けた意気込みが語られ、熱気に満ちた新年度の始まりとなりました。

議案審議では、昨年度の第4回役員会議事録および代議委員員会の議事録承認ののち、 第18回東日本区大会について、厚木市の全面的な協力が得られたこと、400名の参加を想定して予算を組んだこと等が説明され、登録費を一般16,000円、ユース(29歳以下)8,000円とすることが全員一致で承認されました。また、今年度東日本区主催の会合における礼拝献金等の贈呈先は、東日本区東日本大震災支援募金とすることも全員一致で承認されました。

新しい施策である「エクステンション活動支援金制度」についても審議がされ承認されましたが、その詳細については4ページをご参照下さい。

当日の議事は午前10時半から午後5時までの長時間にわたりましたが、活発な議論もありつつ、終始和やかな雰囲気の下行われました。また、席上行われた献金では総額15,960円が集まり、東日本区東日本大震災支援募金に捧げられました。

長い1日の締め括りには、夕食懇親会が開催され、最後まで大盛り上がり。1日の疲れを癒やすひとときを持つことができました。

『東日本区丸』の行く先を占うような、真剣な中にも笑いのある、充実した1日となったように思います。

みなさま、今年度1年、どうかよろしくお願いいたします。
なお、詳細な議事録は区報第2号に掲載させていただきます。　　　　　　　　　　　　　　書記　大槻展子（東京）


今月の強調事業に寄せて
8月は「CS」の強調月間です。環境問題に対する取り組みもCS (Community Service)事業のひとつです。地球というかけがえのないコミュニティーを大切に思う心を行動に繋げていきましょう。
電気使用量チェック～環境問題を考えよう
近年、環境問題ということが人類にとって大きな課題として議論されてきています。これは私たちの生活の進歩、豊かさとのバランスの問題もあり、みんなが十分に分かっているはずですが、なかなか取り組めない課題でもあります。一口で環境問題と言っても、「地球の温暖化」、「オゾン層の破壊」、「酸性雨」、「熱帯林の減少」、「野生生物の種の減少」、「砂漠化」、「海洋汚染」、「有害廃棄物の処理」、「食糧（水）の確保」などその分野は複雑多様です。

日本においては特に3.11東日本大震災以降、電力の問題は日本中を巻き込む大きな課題となりました。そのことを忘れないためにも今年度、以前に行っていた8月の電気使用量チェックを行いたいと思います。これはワイズメン一人ひとりがそれぞれの家庭の電気使用量を確認し、環境問題を考えてもらうための取り組みです。ですから、必ずしも電気使用量が昨年比で下がっていなくとも結構ですので、できるだけ多くの方が参加し、環境問題に少しでも関心を持ってもらいたいと思います。この取り組み（事業計画）を発表した時に、「そんなことで何が分かるんだ」、「意味があるのか」との批判も頂きました。しかし、「私たちは微力ではあるが、無力ではない」という言葉に示されているように、たとえその問題は複雑多様であってもまずは一人ひとりが関心を示し、何か小さなことでも取り組むことから始めてみたいと思います。そのためにも多く方がこの電気使用量チェックに参加していただけることを望みます。
電気使用量チェックの参加方法では以下のとおりです:
1 まずはご家庭の「電気ご使用量のお知らせ」（北海道電力から沖縄電力まで、すべての電力会社がこの名称です）を用意してください。

2 「（今月の）ご使用量」（図の「3」）と「（前年同月）ご使用量」（図の「7」）の2つの箇所をチェックして、各クラブ会長に報告してください。報告用紙は各クラブ会長にお送りいたします。
3 報告いただくものは8月分（もしくは9月分）の1カ月分です。（以前、8月分とお知らせいたしましたが、8月分、9月分どちらか一方で構いません。）

繰り返しになりますが、この電気使用量チェックは環境問題、日本の電力問題を考えるための取り組み、手段ですので、電気使用量の増減にかかわらず参加していただきたいと思います。メンバーの80％以上が参加されたクラブは表彰対象としたいと考えていますので、よろしくお願いします。

さて、次に節電対策についてですが、無理なことはする必要はありません。また、一言で節電といってもその方法には地域差があるようです。例えば、夏場に涼しい北海道とかつて日本最高気温記録（熊谷市40.9℃）を持っていた（私の住む）埼玉県とではその節電対策は大きく変わります。北海道では照明・冷蔵庫・テレビなどの電気機器を中心に節電し、埼玉県などではエアコンなどの空調機器の節電を中心に考えていくということです。詳細は、その地域にあった節電対策が各電力会社や都道府県のホームページ、または経済産業省のホームページ（http://www.meti.go.jp/setsuden/index.html）などに書かれていますので、一度ご覧ください。

· 長い間、使用しない電気機器はプラグを抜きましょう。

· テレビなどはリモコンではなく、本体の主電源を切るようにしましょう。

· 温水洗浄便座などは温水のオフ、タイマー機能を使いましょう。

· 炊飯器や電気ポットなど電源を入れっぱなしにしないようにしましょう。

· 洗濯は容量の80％を目安にまとめて洗いましょう。

· 不要な照明をこまめに消しましょう。

他にも、ワイズの皆様からユニークな節電対策があったら教えていただきたいと思います。何かの機会に情報を共有できたらと思います。無理はしないで楽しく節電対策ができたらと願います。                (地域奉仕事業主任：山本剛史郎)


パレスチナ・ガザ地区への緊急支援募金のご案内
日本YMCA同盟では、多くの人々の命が奪われているパレスチナ・ガザ地区に対して、ガザYMCAによる活動を通じて支援することを決定し、ワイズメンズクラブ東・西日本区に対しても募金への協力の要請がありました。

どうぞ、各所属のYMCAを通じて、募金へのご協力をお願いいたします。募金期間は8月31日（日）までです。

日本YMCA同盟作成の募金呼びかけのチラシや現地の最新の情報は、以下の日本YMCA同盟のウェブサイトに掲載されていますので、ご参照ください。

http://www.ymcajapan.org/topics/cat-contribution/post-41.html


YES, We Extend!

―YES献金を活用したエクステンション活動支援金制度スタート

7月5日に開催された東日本区第１回役員会において、新たに東日本区内のクラブのエクステンション活動を促進、支援するためにYES献金（注）の一部を活用する「エクステンション活動支援金制度」の発足が承認されました。

今回の役員会で決定されたのは、現在国際協会に送金しているYES献金の一部を東日本区内に留め、区内のエクステンション活動支援金として、交通費や会場費等クラブ新設活動に関わる費用の支援を行おうとするものです。

具体的には、スポンサークラブが所属部部長を経由して東日本区理事に申請し、EMC事業委員会が審査して妥当と判断した場合、設立委員会発足時等の新クラブ設立に向けての活動が本格化したときに5万円、設立総会時に5万円と、１新設クラブあたり原則10万円をスポンサークラブに支給します。

本制度は、2014-2015年度の事業として承認された制度ですが、2013-2014年度からのエクステンション活動案件（東京ベイサイドクラブ）にも適用することも認められました。また、2015-2016年度以降も継続する場合は、改めて2015年4月に開催される東日本区第3回役員会で審議されることも確認されました。さらに、本制度を継続する場合は、集まったYES献金の総額から支給したエクステンション活動支援金を差し引いた金額の半額を国際協会に送金し、残りは繰り越すこととしています。もし継続しない場合は、残高全額を国際協会に送金します。

東日本区では昨年度、20クラブから約16万円のYES献金がありました。
本制度の成否は、多くのYES献金が集まることにかかっています。どうぞ皆さまのご協力をお願いします。エクステンションへの取り組みが計画されていないクラブもYES献金を行なっていただくことで、エクステンション活動にご協力いただけることになります。個人献金も歓迎いたしますのでJEF、EFと併せてお覚えください。
また、区内へのエクステンション支援金を差し引いた国際協会へのYES献金送金も、国際協会の一員としてぜひ確保して行きたいと考えています。

より多くのクラブがこの制度を活用してエクステンション活動を進められることを切に願っています。

なお、YES献金の管理は国際・交流事業が、エクステンション活動支援制度の運営は会員増強事業が担いますが、両事業協力して、YES献金のプロモーション活動を行なって参ります。

（注）　YES献金とは、新クラブ設立を支援するためのワイズメンズクラブ国際協会（以下「国際協会」）の基金制度です。各区でのYES献金は国際協会に送られ、集められた献金の3分の2は、所属の地域（東日本区の場合はアジア地域）に戻され、地域の中で使われることになっています。残りの3分の1は国際協会の判断で特定のエクステンション案件に用いられています。なお、これまでアジア地域に還元されたYES献金は、ミャンマーでのエクステンション活動に用いられています。
（会員増強事業主任　涌澤　博、国際・交流事業主任　利根川恵子）



タチアナさんからのお礼状 

6月3日から1週間を東日本区で過ごされたロシアからのBF代表、タチアナさんからお礼状が届きました。タチアナさんの滞在中にご協力いただいた皆さんに改めてお礼申しあげます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊東日本区の皆さまへ
忘れ得ない日本へのBF訪問について、日本のワイズの皆さんに心から感謝を申し上げます。

大変興味深く有意義な旅行でした。多くの活動的で献身的な方々とお知り合いになることができ、私のこれからのワイズでの活動の大きな励ましとなりました。東日本区大会への出席は日本のワイズメンズクラブの大きな働きをより理解する良いチャンスとなりました。歴史的、文化的に素晴らしい場所を訪れる機会をご提供いただいたこともありがとうございました。私の専門分野である歯科関係への訪問をアレンジしていただいたことに関しても特にお礼を申し上げます。大変有益であり、私の仕事の質を高めることができました。
皆さまの最高のおもてなし、心遣いに感謝いたします。心温まるホームステイ、美味しい食事にも感謝いたします。

私のBF訪問についてはエカテリンブルグクラブの直近の例会で報告し、また、ウェブサイトにもアップし、国際本部にも報告いたします。

今回の私の日本への訪問が日本とロシアのワイズメンの間の友情を強めることを願っています。ロシアへそして私の街のエカテリンブルグへどうぞお越しください。大歓迎いたします。

Татьяна（タチアナ）



東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
【東京白金高輪クラブ第2回ビッグバンドジャズ・チャリティーコンサート開催】

以下は東京白金高輪クラブのブリテンから一部を抜粋させていただきました。

『東日本大震災・津波・原発事故被災支援のYMCAの活動を応援するため、7月5日（土）午後2時から東京世田谷区の玉川聖学院で、東京白金高輪ワイズメンズクラブ主催、High Society Reunion Orchestra（早稲田大学High Society Orchestra OB）による第2回目（1回目は2011年11月に開催）のビッグバンドジャズ・チャリティコンサートが開催されました。同学院の都合により4月初旬決定、7月初旬開催、というとてもタイトなスケジュールのため、今年は無理かなと思っていたところ、チケット販売に全力で協力するからやろうよ！との大きな声に後押しされ、開催に踏み切りました。当日のチケット回収が186枚、スタッフを入れれば210～220の来場者数にとどまりましたが、回収したアンケート（117枚？）では、“かっこいい”、“死ぬまで演奏を続けて”、“羨ましい趣味だ”（オーケストラの中にどう見ても60～70歳代の人が多く）の声もあり、来場者の満足を実感した次第です。演奏が聞こえたのか、部活で登校していた同学院の生徒が10人ほど興奮気味に覗きに来てくれ、とてもうれしかったですが、あらかじめ生徒にも宣伝しておけばよかった、ワイズのパンフを用意しておけばよかった、などなど反省点も多かったのが悔やまれました。素人集団ですがコーディネート力のパワーアップを図り、今後に臨まねばと、思っております。また、第1回目を若干上回る約27万円の最終利益を達成することができました。ご協力くださったすべての方に、本紙上をお借りし篤く御礼申し上げます。
東京白金高輪ワイズメンズクラブコンサート実行委員長　小林義彦』
【信越妙高クラブチャリティーコンサートのご案内】
信越妙高クラブでは東日本大震災復興支援のチャリティーコンサートを開催します。
日時：2014年10月18日（土）15：00～

会場：東京YMCA妙高高原ロッジ

出演：シャンソン歌手井関真人さん

入場料：3,000円

また、東新部ではこのコンサートに合わせ、「妙高バスツアー」を企画し、コンサートと紅葉鑑賞を楽しむ計画です。他部の方もどうぞご参加ください。
コンサートのお問い合わせ：福澤さん（信越妙高）
バスツアーのお問い合わせ：東新部地域奉仕事業主査松香さん（東京コスモス）
【第2回被災地小学生サッカー交流大会＆北東部ユースリーダーズアクト第一報 】 
昨年に続いて、被災地小学生サッカー交流大会＆北東部ユースリーダーズアクトが以下の要領で開催されます。

開催日：2014年11月22日（土）～23日（日）

会場：東北学院大学泉キャンパス（仙台市泉区）
主催：ワイズメンズクラブ国際協会東日本区北東部
協力：ワイズメンズクラブ国際協会東日本区・東北学院大学・仙台YMCA、仙台3クラブ実行委員会
テーマ（案）：「被災地の子どもたちの笑顔のために、ワイズ・YMCAとリーダーが心と力を合わせよう！」
詳細は追ってご連絡いたします。
（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）


EMC事業通信(2)

会員増強事業主任　湧澤　博

７月は東日本区役員会から始まり、会員異動報告、半年報の処理に追われる毎日でしたが、各会長、部長が良く半年報をまとめていただいたたおかげでようやく次のステップに進もうとしています。

半年報のとりまとめにあたっては、会員増強の難しさをあらためて感じました。しかし、新規入会者の報告が多数寄せられ、これからの活動の大きな励みになっています。

新入会者のご紹介

７月のキックオフ例会では、新年度のスタートに合わせて入会式を行われたクラブが多数ありました。以下、７月の新（転）入会者をご紹介いたします。

北海道部
札幌：秋葉聡志さん（紹介者　中田千鶴さん）、札幌北：工藤啓司さん（紹介者　小谷和雄さん）
北東部
宇都宮：鷹箸久泰さん、藤生強さん（紹介者　秋田正人さん）、渡邉修さん（紹介者　大久保知宏さん）
関東東部
東京北：磯部幸子さん、神谷邦子さん、村杉一榮さん（メネットからワイズへ）、所沢：渋谷弘祐さん（紹介者　大阪土佐堀クラブ）
東新部
東京世田谷：野元邦彦さん（紹介者　寺門文雄さん）、東京コスモス：中移庸介さん（紹介者　東京銀座・吉田紘子さん）、信越妙高：朝倉正昭さん（紹介者　小林明彦さん）
あずさ部
東京山手：飯野穀与志さん（東京セントラルから転入）、東京サンライズ：水戸朱美さん（紹介者　長津徹さん）
湘南・沖縄部
横浜：池山文史さん（紹介者　金子功さん）
富士山部
御殿場：山本光子さん、岩田郁代さん（紹介者　前原末子さん）、熱海：泉明寺みずほさん（紹介者　山田修司さん）、蛭田泰造さん（紹介者　森重男さん）
ワイズへのご入会おめでとうございます。7月に入会された皆さまを含め、今後できる限り詳しくご紹介したいと思います。自己紹介および顔写真掲載についてご本人、クラブ会長、紹介者等の皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

インビテーションキャンペーンのお知らせ
今年度も「インビテーションキャンペーン」を開催いたしますが、今年度は例会に招待し、参加された方の人数をポイントとし、表彰の対象と致します。例会に１人出席で、１ポイントとし、期間は2014年5月1日 ～ 2015年4月30日までです。
各クラブでは例会に沢山の招待者を招いて、インビテーションポイントを集めて下さい。そして更なる会員増強に繋げて行きましょう！

東京ベイサイドクラブチャーターナイトのご案内
去る6月28日に設立総会が行われた東京ベイサイドクラブのチャーターナイトが以下のとおり開催されます。ぜひご予定にお入れください。
日時：2014年9月20日（土）17：00～20：00

会場：東京YMCA東陽町センター　ウエルビー

会費：5,000円

EMC委員会開催報告
7月19日（月）、本年度の第1回EMC委員会が開催されました。主な決定事項は以下のとおりです。
· 会員増強事業方針として、①エクステンション（新クラブの設立）の推進（各部で必ずエクステンションへの取り組を行う）、②新入会員の勧誘・獲得、③クラブの存続・発展　の3つに重点を置くことの確認

· 半年報の集計に際して、ときに会員数に食違いが生じるひとつの原因として、7月新入会の会員を7月1日現在の会員数に含めて報告しているクラブがあり、今後、前期半年報の数字は、7月１日付けの入会者を含まない（後期半年報に含む）ことを明確化する。
· エクステンションを含むEMCの手引書を作成する。
· 「EMCシンポジウム」を開催する。ただし、東京に集合してのセミナー開催方式ではなく、部の評議会等の機会にEMC事業委員、区役員等が出向いて開催する方式を検討する。その際には部・クラブ役員以外の参加も広く呼び掛け、また、LT委員会との共同開催も検討する。



ユース事業通信(2)
ユース事業主任　衣笠輝夫
第27回ユースボランティア・リーダーズフォーラム開催のご案内
ユースボランティア・リーダーズフォーラムが近づいてきました。すでに各YMCAには今回の主管YMCA（東京YMCA江東コミュニティーセンター）から、参加リーダー募集、開催要項、カウンセラー募集案内が出されています。

＜開催要項＞
日時：2014年9月19日（金）16：30～9月21日（日）14：00

会場：東京YMCA山中湖センター

参加対象：ワイズ東日本区地域内のYMCAで、活動歴が6ヶ月以上2年未満程度のリーダー

募集人数：60名程度

参加費：本人負担分(3,000円)以外の参加費用（宿泊費・交通費・プログラム費など）は、東日本区の各ワイズメンズクラブ（各部から所属クラブ数×20,000円）の支援金によって賄われます。

テーマ：「今、ユースボランティアリーダーに求められること」

基調講演：篠田秀樹さん(東京江東クラブ)(19日 19:30〜)
YMCAおよびボランティアリーダーの活動を理解する良い機会です。ワイズメンの皆さんのオブザーブ参加をお待ちしています。ワイズの皆さま用の募集チラシ、参加申込書は各クラブ会長宛に送付しています。8月29日（金）までにお申し込みください。部分参加も歓迎です。


メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

第１回目のメネット委員会を8月27日に開催いたします。各クラブへメネット献金のお願いを発送することになります。その他に、今年度の活動計画を立てますが、「東日本区メネットの集い」は2度目の被災地訪問を計画させていただこうかと思案中です。仙台はやはり各地からのボランティアの受皿として、案内や交流の時を持つことが多く、7/23は神戸啓明学園よりの学生ボランティア30名の夕食作りを仙台3クラブで担当いたしました。

メネット会そのものがなくなってきつつある昨今ですが、何か人手が必要な時に、メン、メネットとまではいかないけれど、スポット的にお手伝いいただける方（女性）を確保していくこともメネットの活動の裾野を広げることになると思います。今回の夕食作りもそういう方のお力を借りて喜んでいただきました。




LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

第1回LT委員会を7／11(金)18:30～日本YMCA同盟会議室で開催しました。今期のLT委員は次の6名です。

伊藤幾夫(委員長：東京コスモス)、小山久恵(東京サンライズ)、北村文雄(厚木)、佐藤節子(厚木)、

増田隆(富士)、御園生好子(東京サンライズ)

議題の中心は、11／1(土)に予定されている次期部長・次期事業主任研修会についてのプログラムの検討でした。研修会の詳細は今後検討ののちご連絡いたしますが、該当の方はご予定ください。会場は東京・四谷の日本YMCA同盟会議室です。

また、次期クラブ会長・部役員研修会は201年3月7日（土）に開催されます。こちらも該当の方はご予定ください。
LT委員会の主な事業内容は、①次期部長・事業主任研修会の企画・運営　②次期クラブ会長・部役員研修会の企画・運営　③研修に関するマニュアル等の改訂、作成、発行があげられますが、「会員のリーダーシップの開発、向上を図るため」の情報・ノウハウ提供、各クラブ・部でのLTのサポートなども積極的に行なっていきたいと考えていります。各クラブ、部において、LT活動を実施される場合は情報提供をよろしくお願いします。顕著なLT活動を実施されたクラブ・部に対して、区大会で表彰させていただきます。


国際議員（アジア地域会長）候補者の推薦のお願い
2016-2018年度の2年間、アジア地域選出国際議員（同時にアジア地域会長を務めます）を務める候補者の推薦依頼が国際本部から届きました。各クラブ会長に推薦いただきます。他クラブも含め、相応しいと思われる候補者がいればご推薦ください。推薦用紙はアジア地域会長に直接送付いただきますが、締め切りは9月22日（月）です。
＜ご参考＞

現在、アジア地域選出の国際議員は定数21名の内2名（岡野泰和さん（〜2015年6月末）、Edward Ongさん（〜2016年6月末））を占めていますが、2015年7月からは国際議員の定数が15名に減るため、アジア地域からは1名となります。今回、Edward Ongさんの後任として、2016年7月から2018年6月までの2年間、国際議員（アジア地域会長）を務める1名の候補者を各クラブ会長に推薦いただいた上で、12月から1月にかけて選挙（投票）が行われます。


北海道部部会のご案内

部会シーズンのトップを切って、北海道部の部会が以下の要領で開催されます。他部の方々もこの機会に「秋」の北海道を訪れてみてはいかがですか？

日時：8月30日（土）　15:15〜19：00 

会場：黒部ホテル（北見市）

プログラム：「北見龍馬の会」の会員の方による講演を予定

お問い合わせ、参加申し込みは北見クラブ二本松さんまで。



AIDS文化フォーラムin横浜
今年も「ＡIDS文化フォーラムin横浜」が開催されますHIV・AIDSに関わるNGO、NPOと市民ボランティアによるフォーラムで1994年から継続して開催されています。主催は横浜YMCAで、ワイズ湘南・沖縄部が人的、財政的な支援を行っています。期間は8月1日から3日まで、会場は、かながわ県民センターです。お近くの方はぜひ参加してみてください。

 詳細は　http://www.yokohamaymca.org/AIDS/　をご覧ください。



前期区費等納付のお願い
新年度の各クラブの会員数が確定いたしましたので、各クラブ会長宛に区費等の請求書をお送りいたします。2014年8月15日(金)の締め切りを守って、よろしくご対応ください。
＜お願い/注意事項＞
1. 振込は「会長ファイル」に添付の振込用紙を利用し、必ず明細を記入して下さい。

2. 期日までにお振り込み下さい。毎年数クラブは振込金額の相違が発生しています。金額を必ずご確認頂き、間違いない様お振り込み下さい。

3. ヤングメンバー補助金につきましては、区に申請書を提出する必要がありますが、未提出のクラブがありますので、該当のクラブは至急、配付済みの申請書を東日本区事務所にご送付下さい。

なお、ヤングメンバーに対する区費補助制度規則および申請書は、以下の東日本区ウェブサイトからダウンロードできます。
http://ys-east.jimdo.com/会員増強/

4. ご不明の点は東日本区事務所または東日本区会計までお問い合わせ下さい。

（会計　細川剛）



東日本区事務所から

· 東日本区事務所は8月7日(木)～8月15日（金）まで夏季休業とさせていただきます。この間の緊急のご連絡等は小山憲彦事務所職員までお願いいたします。携帯電話番号はハンドブック＆ロースターの13ページ（昨年度版、今年度版ともに）掲載されています。 
· 遅くなりましたが、今年度のハンドブック＆ロースターが各クラブご指定の送付先に届いている頃と思います。修正が必要な箇所があれば東日本区事務所までご連絡ください。追って正誤表(新入会者のデータの追加も含め)を作成、配布いたします。追加購入をご希望の方もご連絡ください。
· 各部の部報、各クラブのブリテン等の印刷を請け負います。東日本区の収入を増やし、収支を改善するためにもぜひご利用ください。
東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








暑中お見舞い申し上げます。新年度に入って1か月。7月のクラブ例会はクラブ会長、クラブ役員引き継ぎ式や部長公式訪問等で格別なものだったと存じます。先月は、多くのクラブで入会式が執り行われたことも大変嬉しいニュースでした。各クラブのブリテンを拝見しても気温を上回る、皆さんの熱気が伝わってきました。どうぞ今のお気持ちを大切になさり、具体的なアクションに繋げて、良いお取り組みがなされますように。


熱中症にはどうぞお気をつけ下さい。ワイズへの熱中は大歓迎です。          (理事：田中博之)
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